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                        2024 年以降の戦争に備えて聖徒たちを準備しましょう:
                    

                    
                    
                

                
                
                    
                    
                    

 







  
パイプラインで何か重要なこと
-
リック・ジョイナー
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意見の免責事項
:



 






  

    

      

この出版物で表明されている見解や意見はストーリーテラーの見解や意見であり、必ずしも出版社である

    
  
  

    

      
Midas
Touch GEMS

    
  
  

    

      

の公式方針や立場を反映しているわけではありません。当社のストーリーテラーや著者が提供するコンテンツは、彼らの意見であり、宗教、民族グループ、クラブ、組織、会社、個人、誰か、または何かを中傷することを目的としたものではありません。
    
  



 






                    
                    
                

                
            

            
        

    
        
            
                
                
                    
                    
                        なぜストーリーが重要なのか
                    

                    
                    
                

                
                
                    
                    
                    

 






  

    

      

物語は力強いものであり、本質的に人間的なものです。それらは私たちがお互いを理解し、異なる文化や時代への窓を提供し、共感能力を高めるのに役立ちます。物語には大きな力があるため、
    
    

      
私たちが読んだり、
    
    

      
聞いたり
    
    

      
、経験したり、見たりする
    
    

      
物語は、
    
    

      
私たちが
    
    

      

世界をどのように認識するかに影響を与えます。本、ポッドキャスト、さらには私たち自身の歴史に至るまで、ストーリーを共有することは、文化や性別役割に影響を与え、新しい視点を教え、洞察を与え、自分自身や他者をより深く理解することを
    
    

      
可能にします
    
    

      
。素晴らしい人々
    
    

      
からのストーリーは、
    
    

      

私たち全員がより良い生活を送るようインスピレーションを与えるものです。本当に大切なことに集中する人生
    
  



 






 






                    
                    
                

                
            

            
        

    
        
            
                
                
                    
                    
                        2024 年以降の戦争に備えて聖徒たちを準備せよ:パイプラインにある重要な何か - リック・ジョイナー
                    

                    
                    
                

                
                
                    
                    
                    


 






  

    

      

イエスは弟子たちへの最後のメッセージの中で、次のように弟子たちに明確な命令を与えました。
    
  



 






  

    

      

        
マタイ

      
    
  
  

    

      
28:18-20
    
  



  

    

      

        
増補聖書
      
    
  



  

    

      

        

          
18
        
      
    
  
  

    

      

        
イエスは近寄って来て彼らに言われた、「天と地におけるすべての権威（絶対的な支配の全権）がわたしに与えられた。

      
    
  
  

    

      

        

          
19
        
      
    
  
  

    

      

        
そこで、行って、すべての国の人々を弟子とし、
      
    
  
  

    

      
[
    
  
  

    

      

        
人々がわたしについて学び、わたしを信じ、わたしの言葉に従うように助け
      
    
  
  

    

      
]
    
  
  

    

      

        
、彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、

      
    
  
  

    

      

        

          
20
        
      
    
  
  

    

      

        

彼らに教えなさい。私があなたに命じたことをすべて守ること。そして見よ、わたしは世の終わりまで、いつもあなたたちとともにいます
      
    
  
  

    

      
[
    
  
  

    

      

        
状況に関係なく、あらゆる機会に、永遠にあなたたちとともにいます
      
    
  
  

    

      
]
    
  
  

    

      

        
。」
      
    
  



 






  

    

      

ほとんどの教会は、弟子を作ることを排除しながら、改宗者を作り、教えることに重点を置いています。そこで終わりです。このままでは、大多数がイスラム教徒の国である現代のトルコのようになってしまうでしょう。これはキリスト教遺産で知られる国です。当時の教会は、改宗者たちに地獄を教えながら、毎週日曜日に信徒席を暖めることに慣れていました。
    
  



  

    

      

キリスト教の伝統で知られる現代の英国に早送りする現代でも、同じ物語が繰り返されています。英国の教会は、
    
  
  

    

      
50
    
  
  

    

      
年も経たないうちに
    
  
  

    

      
1,000
    
  
  

    

      

以上の教会をナイトクラブやイスラム教のせいで失い、イスラム教のモスクなどに変えてしまった。英国の教会は一世代も経たないうちにあっという間に空になってしまいました。何が悪かったのか？おそらく改宗者を作り、弟子を育てないかもしれません。他にも理由があるかもしれませんが、今日私たちが目にする成果は、英国とヨーロッパと北米の多くの地域のキリスト教会にとって憂鬱と破滅の前兆です。
    
  



 






  

    

      

モーニングスター・ミニストリーズでのカンファレンス中にリック・ジョイナーが以下に概説したストーリーの中で、彼は哲学の歴史を掘り下げ、物理的側面と物理的側面の両方から世界中で展開している出来事をナビゲートしながら、教育システムと社会全体がこれらの破壊的な哲学にどのように影響されているかを掘り下げました。精神的な次元。私たちは戦争に招かれていますが、教会には準備ができていないようです。リック・ジョイナー
私たちがなぜ準備ができていないのか、
    
  
  

    

      
2024

    
  
  

    

      

年とその先を見据えて準備を整えるために何をする必要があるのかを説明します。このプレゼンテーションは、このタイトル「

    
  
  

    

      
2024

    
  
  

    

      

        
年以降の戦争に向けて聖人を準備せよ」に収録されています
      
    
    

      

        
。
      
    
    

      


    
    

      

        
パイプラインに重大な何かがある。
      
    
  


 



  

    

      

ですから、シートベルトを締め、今日激化している戦争に注意を払い、復興に手遅れになる前に是正措置を講じてください、イエスの力強い御名において、アーメン
    
  



 






  

    

      

改宗者を作り、教えることとは別に、宣教の働きのために弟子を訓練し、装備し、配置する必要があるという大きな叫びがあります。そう疑問に思ったら、この本を読んでください。
    
  



 









  

    
リック・ジョイナーの伝記
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私たちが歴史を辿るとき、最も私たちを惹きつけるのは、帝国の興亡、革命の誕生と再創造です。しかし、この世代が出現するはるか昔に起こったことはすべて、この世代について私が知っていることが

    
  
  

    
1

  
  

    

      

つあるとすれば、それは現在のトレンドと一致しているということです。リック・ジョイナーは、最近ノースカロライナ州で起こっている革命で利用されたツールとして言及される権利を獲得した人物です。
    
  



 








  

    
リック・ジョイナーは
  


  

    
1949
  


  

    

   
年にノースカロライナ州ローリーで生まれましたが、バージニア州リッチモンドで育ちました。彼はジュリー・ジョイナーと結婚しており、一緒に
  


  

    
5
  


  

    

    人の子供がいます。アンナ、アーリン、アンバー、ベン、サム。夫妻は妻とともに
  


  

    
1983
    
  


  

    

    年にミシシッピ州ジャクソンにモーニングスターミニストリーズを設立し、現在彼がその会長を務めています。
    
  


  

    
1997
    
  


  

    
年、彼は
  


  

    
320
    
  


  

    

   
エーカーの土地を購入した後、モーニングスターミニストリーズの本社をノースカロライナ州シャーロットからウィルクス郡に移転しました。
    
  


  

    
1990
    
  


  

    
年代半ば頃、彼はアグロー
    インターナショナルの活動に参加していました。彼は、『
  


  

    
The
    Call
  


  

    
』、『
  


  

    
Final
    Quest
  


  

    
』、『
  


  

    
A
    Prophetic History
  


  

    
』、『
  


  

    
Prophetic
    Ministries
  


  

    
』など
    
  


  

    
50
    
  


  

    
冊を超える本の著者です。
    
  


  

    
1999
  


  

    

    年以来、リックの名前は多くの論争に巻き込まれてきたが、どの省や大臣が論争に巻き込まれたことはなかった。
  




  

    

    


    
  







  

    

      

リック・ジョイナーについてあまり知られていないかもしれないことの一つは、彼は
    
  
  

    

      
1970
    
  
  

    

      

年まで海軍に勤務しており、神に出会う前はジャズクラブで働いていたということだ。その後、ミシシッピ州でチャーター航空会社を設立しました。
    
  



  

    

      
リック・ジョイナー著の書籍

    
  
  

    

      
-

    
  
  

    

      

        

          

            

https://www.thriftbooks.com/a/rick-joyner/200091/
          
        
      
    
  



 






 






 









  

    

      
2024
      
    
  


  

    
年以降の戦争に向けて聖徒たちを準備せよ
  


  

    
:
    
  


  

    
進行中の重要な何か
    
  


  

    
-
    
  


  

    
リック・ジョイナー
  



 






  

    

      
わかりました、そうですね、
    
  
  

    
24

  
  

    

      
年に戦争に備えましょう。だからといって、
    
  
  

    
24

  
  

    

      

年に戦争が起こるという意味ではありません。まず第一に、これがこの会議と私たちの教会にとって適切なタイトルだと思います。その間に私たちの教会のメンバーが来てくれれば幸いです。
    
  



 






  

    

      

でも、どうやってこれを行うかについて少し話したいと思います。それはどんな戦争ですか？私たちは何について話していますか？そして今、
    
  
  

    
24
  
  

    

      

年の間に何らかの紛争が起こると思いますが、私たちはいつも物理的な紛争を思い浮かべますが、戦争にはさまざまな種類があります。ご存知のとおり、冷戦は非常に現実的な戦争であり、おそらく第二次世界大戦を除いて、歴史上のどの戦争よりも地政学的に世界を変えました。状況は変わりました。
    
  



 






  

    

      

そしてクラウゼヴィッツは、戦争を、ある国が別の国に対して政治的意志を行使することだと表現した。現在、彼は新しい政府が樹立され、政治で何が起こっているかが主に強調されていた政治の時代に生きていました。しかし、今日私たちは経済の時代に生きています。
    
  



 






  

    

      

そして、獣の刻印は、売買や取引を可能にする経済的刻印であることをご存知でしょう。私たちはそれを本当に理解する必要があります。たとえば、獣の刻印について私が読んだことのほとんどは、それがどのようにして起こるのか、あなたの手や額にどのように刻印されるのかについて人々が推測しているものです。
    
  



 






  

    

      

それは的外れだと思います。どうなるかは正確に分かると思います。あなたが別の精神を持っていない限り、それでもそれを摂取することを避けることはできません。
    
  



 






  

    

      

ご存知のように、マークを取ることは罪ではありません。あなたはそれを理解していますか？罪は跡を残していません。その罪は獣を崇拝することでした。
    
  



 






  

    

      

そして、私はその痕跡を取りたくないのですが、それほど注目している多くの人が、毎日その獣を崇拝しています。私たちはこの野獣を認識しなければなりません。私たちはそのマークを認識しなければなりません。
    
  



 






  

    

      
ご存知のように、
    
  
  

    
6

  
  

    

      

は人間の数です。そして、これが究極の形のヒューマニズムです、それが私たちが直面しているものなのです。それはマルクス主義の形で来ていると思います。
    
  



 






  

    

      

そして本当に、マルクス主義とは何かを本当に理解していなければ、今の時代を理解することはできないと私は信じています。他にもあります。イスラム教とは何かを理解していなければ、今の時代を理解することはできません。
    
  



 






  

    

      

そしてご存知のように、マルクス主義とイスラム教は融合しつつあります。ポール・カーンが戻ってきた言葉は、
    
  
  

    
1987
  
  

    

      

年だったと思いますが、共産主義は共産主義になるだろうと彼は言いました。今は共産主義が最高潮に達していた時代です。
    
  



 






  

    

      

壁が崩壊する前、何よりもまず、壁がますます強くなり、大きくなり、世界を征服しつつあると誰もが考えていました。彼は、「いいえ、そんなことは起こらない」と言いました。壊れてしまいます。
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